
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
で�
　
　
生
保
Ａ
Ｌ
Ｍ
は
起
動
す
る
か�
【特集】�

金
利
上
昇
時
に
お
け
る�

早
期
是
正
措
置
の
運
用
を
明
確
化�

負
債
が
長
期
に
わ
た
る
生
命
保
険
会
社
に
と
っ
て
、
負
債
特
性
を
認
識
し
た
運
用
戦
略
（
Ａ
Ｌ
Ｍ
）
の
重
要
性
は
高
い
。
金
融
庁

は
昨
年
末
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
最
大
の
障
害
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
実
質
純
資
産
額
規
制
を
改
正
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
保
は
本
格
的
な

Ａ
Ｌ
Ｍ
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
金
融
庁
の
生
保
Ａ
Ｌ
Ｍ
に
対
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
Ａ
Ｌ
Ｍ
強
化
に
向
け
た
実
務
上
の
課
題
、
生
保
業
界
の
受
け
止
め
方
を
探
る
。�

実
質
純
資
産
額
規
制
改
正
で
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
阻
害
要
因
を
排
除�

金
融
庁
　
監
督
局�

保
険
課
長
　

池
田
　
唯
一�

生
命
保
険
会
社
の

財
務
特
性
と

Ａ
Ｌ
Ｍ
の
重
要
性

生
命
保
険
会
社
の
財
務
面
の
特
性

は
、
保
険
負
債
の
長
期
性
に
あ
る
。

生
命
保
険
会
社
は
、
保
険
契
約
者
か

ら
受
領
し
た
保
険
料
を
長
期
に
わ
た

っ
て
運
用
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
保
険

契
約
者
に
約
束
し
た
保
険
金
等
の
支

払
い
を
確
実
に
履
行
す
る
責
め
を
負

っ
て
い
る
。

ま
た
、
保
険
契
約
者
に
対
し
て
約

束
さ
れ
る
保
険
金
等
の
支
払
い
の
額

は
、
多
く
の
場
合
、
固
定
の
利
回
り

（
予
定
利
率
）
を
基
礎
と
し
て
計
算

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
保
険
契
約
者

は
、
死
亡
等
の
事
象
が
生
じ
た
場
合

や
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
場
合
等

に
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
お
け
る
生
命

保
険
会
社
に
よ
る
実
際
の
運
用
成
果

の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ら
か

じ
め
定
め
ら
れ
た
額
の
保
険
金
等
の

受
取
り
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
長
期
固
定
の
負
債
を

抱
え
る
一
方
で
、
生
命
保
険
会
社
の

金
融
庁
は
昨
年
一
二
月
二
四
日
、
保
険
会
社
の
監
督
に
関
す
る
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正
し
、
生
命
保
険
会

社
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
充
実
に
資
す
る
措
置
と
し
て
、「
金
利
上
昇
時
に
お
け
る
早
期
是
正
措
置
の
運
用
の
明

確
化
」
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
本
措
置
に
つ
い
て
の
解
説
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
あ
わ
せ
て
、
生
命
保
険
会

社
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
（
な
お
、
本
稿
中
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
あ
く
ま

で
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
）。
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実
質
純
資
産
額
規
制
改
正
後
の�

生
保
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
課
題�

�

【
特
集
】

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
で
生
保
Ａ
Ｌ
Ｍ
は
起
動
す
る
か
�

明
治
安
田
生
命
　
企
画
部�

総
合
資
本
管
理
政
策
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー�

（
日
本
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
会
Ａ
Ｌ
Ｍ
研
究
会
座
長
）�

　
　
　
　
　
松
山
　
直
樹�

金
利
上
昇
局
面
で
の
流
動
性
リ
ス
ク
を
ど
う
見
込
む
か�

一
〇
年
前
の
悔
恨

昨
年
一
二
月
、
新
聞
紙
面
で
の
扱

い
は
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
Ａ

Ｌ
Ｍ
の
最
大
の
障
壁
と
い
わ
れ
て
き

た
実
質
純
資
産
額
（
実
質
資
産
負
債

差
額
）
規
制
が
見
直
さ
れ
、
生
保
の

Ａ
Ｌ
Ｍ
推
進
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。

た
だ
し
、
改
正
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
金
利
上
昇
時
の
早
期
是
正

措
置
の
運
用
に
あ
た
っ
て
実
質
純
資

産
額
か
ら
満
期
保
有
・
責
任
準
備
金

対
応
債
券
を
除
外
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
だ
け
で
、
法
令
上
の
実
質
純
資

産
額
の
定
義
自
体
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
従
来
定
義
の
ま
ま
実
質
純
資
産

額
の
公
表
が
継
続
さ
れ
る
た
め
、
当

該
数
値
が
減
少
す
れ
ば
風
評
リ
ス
ク

が
発
生
す
る
懸
念
が
あ
り
、
Ａ
Ｌ
Ｍ

に
対
す
る
姿
勢
は
い
ま
ま
で
と
変
わ

ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

確
か
に
、
生
保
に
関
す
る
報
道
で

は
、
過
去
の
デ
フ
ォ
ル
ト
事
例
の
教

訓
か
ら
実
質
純
資
産
額
へ
の
注
目
度

は
高
い
し
、
逆
ザ
ヤ
の
原
因
と
し
て

Ａ
Ｌ
Ｍ
の
不
徹
底
を
非
難
す
る
一

方
、
金
利
上
昇
に
よ
る
国
債
の
含
み

損
を
懸
念
す
る
と
い
う
よ
う
な
矛
盾

し
た
論
理
（
理
想
的
な
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
実

践
と
国
債
の
含
み
損
回
避
は
両
立
し

な
い
）
も
み
ら
れ
、
金
利
上
昇
時
に

実
質
純
資
産
額
を
み
て
風
評
リ
ス
ク

を
あ
お
る
記
事
が
登
場
す
る
懸
念
が

な
い
と
は
い
え
な
い
。し
た
が
っ
て
、

保
険
会
社
側
に
Ａ
Ｌ
Ｍ
推
進
へ
の
強

い
意
思
が
な
け
れ
ば
、
今
回
の
事
務

長
ら
く
生
保
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
障
壁
と
い
わ
れ
て
い
た
実
質
純
資
産
額
規
制
が
見
直
さ
れ
た
。
だ
が
、
公
表
さ
れ

る
実
質
純
資
産
額
の
定
義
は
従
来
ど
お
り
で
あ
り
、
超
低
金
利
か
ら
の
脱
却
の
見
通
し
も
立
っ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
逆
ザ
ヤ
を
抱
え
た
生
保
は
Ａ
Ｌ
Ｍ
に
ど
う
取
り
組
む
べ
き
な
の
か
（
文
中
の

意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
あ
る
）。
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